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全農いしかわ公式
Facebookページ

全農いしかわの公式Facebookページ
「石川うまれがだいすきさ」

県産農畜産物やＪＡ加工品、イベント
情報などを掲載中！ぜひご覧ください！
ＵＲＬ：www.facebook.com/ishikawaumare.daisukisa.
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お知らせ
ほか

・第44回 石川の農林漁業まつり
・打木源助だいこん・秋冬だいこん・高松紋平柿
　初出荷
・「いしかわ百万石マルシェ2023」で加賀れんこんをＰＲ
・さつまいも掘りイベント開催！
・農場実習の実施について

・農業用無人ヘリコプター 安全講習会・飛行技術競技大会
・ＰＧ配送車乗務員研修会
・令和５年度 新採職員現場研修「稲刈り作業」
・キリンビバレッジコラボイベント実施

・ＪＡホーム
・米心石川 受験生応援おにぎり
・肉匠Jade金澤・ひゃくまんぞく亭
・冬のタイヤキャンペーン
・ＪＡ配送灯油キャンペーン

令和５年産ひゃくまん穀も好評発売中！！！令和５年産ひゃくまん穀も好評発売中！！！令和５年産ひゃくまん穀も好評発売中！！！

ひゃくまん穀は頑張るあなたを応援するよぉ～！

受験生応援おにぎり
12/15㈮～ 販売開始��
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ひゃくまん穀ブース

ＪＡいきいき広場のようす

能登牛ブース

　10月23日（月）に加賀野菜のひとつである「打木源助だいこん」の出荷が始まりました。打
木源助だいこんは県産ブランド農林水産物「百万石の極み」に認定されており、ずんぐりとし
た円筒形で、肉質が柔らかく肌が白いのが特徴でおでんに最適です。

　今年は播種時期の８月や９月に猛暑が続いた影響
で収穫量がやや減少したものの、生産者の水管理の
徹底により品質は上々です。松本部会長は「猛暑が
続き心配だったが、無事に収穫を迎えることが出来てとても嬉しい。
おでんや煮物で味わってほしい。」とお話しいただきました。
　ＪＡ金沢市では生産農家20戸がハウス栽培も含め４haを栽培してお
り、総出荷数量は約250トンを見込んでおります。出荷は11月下旬か
ら年明けをピークに２月上旬頃まで続き、県内市場を始め京阪神・京
浜市場へも出荷されます。

　10月21日（土）～22日（日）の２日間、石川県産業展示館４号館
にて、石川県、ＪＡグループ石川等、関係機関が一体となり「第
44回 石川の農林漁業まつり」が開催されました。この催しは農林
漁業に関する県内最大級のイベントで、一般消費者に元気な石川県
の農林水産業について理解を深めていただく機会となるように毎年
開催されています。
　今年のテーマは「ひとりがはじめる みんなでとりくむ 石川の農
林漁業」で、各ブースでは展示方法や物販等、ＰＲの仕方を工夫
し、集客を図っていました。
　新鮮な農産物や農産加工品の販売を行うＪＡいきいき広場では、各ＪＡ
が旬の農産物や、地元の特産物を使った加工品を販売し、多くの来場者が
それらを買い求めていました。また、販売７年目となる「ひゃくまん穀」
ブースでは、「ひゃくまん穀」を使用したおにぎりやおはぎ等の販売が行
われ、たいへん人気を集めており、ひゃくまん穀の美味しさを来場者の

方々に知っていただくこと
ができました。
　その他にも、本会畜産部では石川県と共同で能登牛や能登豚の
販売を実施し、能登牛と他のブランド牛との食べ比べなど来場者
参加型の催しを拡充させました。
　また、会場内には物販コーナー以外にも、加賀しずくやルビー
ロマン、のとてまりやひゃくまん穀等の展示スペースもあり、石
川県の農畜産物について広く知っていただく機会となり、併せて
石川の「食」を多くの方に楽しんでいただくことができました。

園芸課 石川県産「打木源助だいこん」の初出荷

　９月29日（金）に秋冬だいこんの県内最大の産地であるＪＡ金沢市で
だいこんが初出荷を迎えました。８月初旬の播種から猛暑が続き、生
育・出荷への影響が心配されましたが、生産者の適切な水管理により順
調に育ちました。

　出荷は10月中旬～11月上旬をピークに
11月中旬までに3,300トンの出荷を見込
んでいます。石川県産の秋冬だいこんは
肌のきめが細かく、品質の高さから地元
市場及び京阪神市場においてもトップブランドとして位置づけられています。
　ＪＡ金沢市大根部の吉田部会長より「猛暑で水管理には苦労したが、しっかり
と水管理をしたことで例年並みに育った。だいこんは煮ても焼いてもそのままで
もどんな料理にでも合うが、大根ステーキがおすすめ。」とお話しいただきました。

園芸課 石川県産「秋冬だいこん」の初出荷

　10月30日（月）、かほく市特産の「高松紋平柿」が初出荷を
迎えました。高松紋平柿は県産ブランド農林水産物「百万石の
極み」に認定されております。
　かほく市は紋平柿の県内最大の産地となっています。今年は
7月中旬の豪雨災害や猛暑の影響により栽培環境が大変厳しい
年でしたが、10月に入ってからの冷え込みにより、無事に初出
荷を迎えました。出荷は11月下旬ごろまで続き、首都圏や関西方面へも出荷さ
れ、出荷量は約60ｔを見込んでいます。
　31日（火）には初競りが行われ、高松紋平柿のプレミアム１箱６個入りに10万円
の値がつきました。初競りでは、かほく市長が卸や仲卸へＰＲを行いました。

園芸課 かほく市特産「高松紋平柿」初出荷

競り落とした㈱フルーツ坂野様

第４４回 石川の農林
漁業まつり

ひとりがはじ
める　みんなで取

り組む　石川の農林漁業

大豆生産改良優良者表彰

・石川県知事賞 ‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒ 農事組合法人三舟アグロス
　　　　　　　　　　　　　　　　　代表理事　市田 茂 様
・石川県米麦改良協会長賞 ‒‒‒ 荻生 洋治 様

令和５年度　農業・ＪＡに関する各種コンクール

・第48回「ごはん・お米とわたし」作文コンクール
　全国農業協同組合連合会石川県本部運営委員会会長賞
　　野川 柚奈 さん　
　　津田 ゆにか さん　

【受賞者】
（左）農事組合法人三舟アグロス　代表理事　市田 茂 様

（右）荻生 洋治 様
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　株式会社ジャコム石川・石川県Ａコープグループは、Ａコープ店舗から応募のあった親子を対象に、10月14
日（土）、Ａコープ恒例企画「さつまいも掘り大会」をかほく市大崎地区の契約芋畑で開催しました。
　さつまいも掘り大会は、収穫する喜びを味わってもらうために食育活動の一環として平成18年から行ってお
り、新型コロナの影響で今年は４年ぶりの開催となりました。県内外より約334名88家族の皆様に参加いただき
ました。収穫終了後は（株）米心石川の「新米おにぎり」を振る舞い、ガラポン大会も楽しんでいただきました。
　当日は好天にも恵まれ大きく育った「かほっくり」を次々に掘り起こし、「やったー」「でかい」「楽しい」と
歓声を上げたりと収穫体験を楽しんでいただきました。

ジャコム
石川 さつまいも掘りイベント開催！

　本会肥料農薬課では園芸種苗センターにおいて、石川県農業用
無人ヘリコプター運営協議会と共同で無人ヘリ飛行技術競技大会
県予選会を行いました。
　本県農業における無人ヘリコプターの利用は、水稲病害虫防除
の他、大麦・大豆の防除や直播等幅広く普及しており、本年度の
病害虫防除の延べ面積は各作物で述べ23,600haで実施されてい
ます。また、昨今、無人ヘリコプターでの航空防除だけでなく、
農業用ドローンを活用した航空防除も普及が進んでおり、今後も
農作業の省力・効率化が期待されます。
　大会当日は、本年度各地区で無人ヘリ防除に携わった８名のオペレーターが参加し、操作の正確性や飛行速度
の的確性等、現場で実践してきた腕前を競い合いました。
　競技の結果、池田さん（ＪＡはくい）が優勝し、準優勝の東出さん（ＪＡ加賀）と共に11月10日（金）に埼玉
県熊谷市で行われた全国飛行技術競技大会に参加しました。
　また、大会に先立ち農業用無人ヘリコプター安全研修会を併せて実施し、24名が参加しました。
　本会は、今後も競技大会や安全講習会等を通じてオペレーターの技能向上を図り、無人ヘリがより一層安全に
利用されるよう協議会と協力して進めていきます。

肥料
農薬課

農業用無人ヘリコプター
安全講習会・飛行技術競技大会

　10月24日（火）、マンダリンオリエンタル東京（東京都中央区）に
おいて、食材の評価や販路開拓の機会を求める生産者と、こだわりの
食材を求める首都圏等の需要者とのマッチングを目的に、「いしかわ

百万石マルシェ2023」が開催
されました。
　本会からは加賀れんこんを出
展しました。同ホテルのシェフ
が加賀れんこんを調理し、試食
を大勢のホテル・レストランの
シェフやマスコミ関係、各種バイヤーに味わっていただき、沢山の来場者
に魅力をＰＲすることが出来ました。
　今後も首都圏での販路拡大のためこのような機会を利用し、ＰＲを行っ
てまいります。

開発
広報課

「いしかわ百万石マルシェ2023」で
加賀れんこんをＰＲ 農場実習（肉牛生産体験プログラム）の実施について

　９月中旬に能登牛肥育実験農場で県立大生の農場実習の受け入れを行いました。肉牛生産の基礎を、農場業務
を通して体験出来るプログラムで、今回は３名の学生が参加しました。
　日頃の給餌・観察のほかに導入・出荷・枝肉販売会の見学や、敷
料交換や除角・削蹄などの作業を行いました。また、テーマ別講義
を設け、体調管理や飼養環境、飼料についてなどの学びの時間を設
けました。農場職員が日頃から気を付けていることや牛を見るポイ
ントなど、生産現場でしか学べないことを伝えることができまし
た。参加した学生からは「作業や見学を通して畜産について身近に
感じることができた」「実際に育ててみて大変さもわかり、牛肉の
ありがたみを実感した」「大学だけでは学べない実践的なことを学
ぶことができた」などのお声をいただきました。今後も農場実習の
受け入れを通して、学生へ畜産の魅力を発信していきます。

出荷見学 ハンドリング

日　時　R5.9/6(水)～9/11(月)の６日間
参加者　石川県立大学学生２名
　　　　（女性２名、３年生）

日　時　R5.9/13(水)～9/15(金)の３日間
参加者　石川県立大学学生１名
　　　　（男性１名、1年生）

【実習①】

【実習②】

給餌

同ホテルの総料理長オリジナルメニュー
「加賀れんこん」のレンコン餅風
ポルチーニ茸のラグーソース
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り、新型コロナの影響で今年は４年ぶりの開催となりました。県内外より約334名88家族の皆様に参加いただき
ました。収穫終了後は（株）米心石川の「新米おにぎり」を振る舞い、ガラポン大会も楽しんでいただきました。
　当日は好天にも恵まれ大きく育った「かほっくり」を次々に掘り起こし、「やったー」「でかい」「楽しい」と
歓声を上げたりと収穫体験を楽しんでいただきました。

ジャコム
石川 さつまいも掘りイベント開催！

　本会肥料農薬課では園芸種苗センターにおいて、石川県農業用
無人ヘリコプター運営協議会と共同で無人ヘリ飛行技術競技大会
県予選会を行いました。
　本県農業における無人ヘリコプターの利用は、水稲病害虫防除
の他、大麦・大豆の防除や直播等幅広く普及しており、本年度の
病害虫防除の延べ面積は各作物で述べ23,600haで実施されてい
ます。また、昨今、無人ヘリコプターでの航空防除だけでなく、
農業用ドローンを活用した航空防除も普及が進んでおり、今後も
農作業の省力・効率化が期待されます。
　大会当日は、本年度各地区で無人ヘリ防除に携わった８名のオペレーターが参加し、操作の正確性や飛行速度
の的確性等、現場で実践してきた腕前を競い合いました。
　競技の結果、池田さん（ＪＡはくい）が優勝し、準優勝の東出さん（ＪＡ加賀）と共に11月10日（金）に埼玉
県熊谷市で行われた全国飛行技術競技大会に参加しました。
　また、大会に先立ち農業用無人ヘリコプター安全研修会を併せて実施し、24名が参加しました。
　本会は、今後も競技大会や安全講習会等を通じてオペレーターの技能向上を図り、無人ヘリがより一層安全に
利用されるよう協議会と協力して進めていきます。

肥料
農薬課

農業用無人ヘリコプター
安全講習会・飛行技術競技大会

　10月24日（火）、マンダリンオリエンタル東京（東京都中央区）に
おいて、食材の評価や販路開拓の機会を求める生産者と、こだわりの
食材を求める首都圏等の需要者とのマッチングを目的に、「いしかわ

百万石マルシェ2023」が開催
されました。
　本会からは加賀れんこんを出
展しました。同ホテルのシェフ
が加賀れんこんを調理し、試食
を大勢のホテル・レストランの
シェフやマスコミ関係、各種バイヤーに味わっていただき、沢山の来場者
に魅力をＰＲすることが出来ました。
　今後も首都圏での販路拡大のためこのような機会を利用し、ＰＲを行っ
てまいります。

開発
広報課

「いしかわ百万石マルシェ2023」で
加賀れんこんをＰＲ 農場実習（肉牛生産体験プログラム）の実施について

　９月中旬に能登牛肥育実験農場で県立大生の農場実習の受け入れを行いました。肉牛生産の基礎を、農場業務
を通して体験出来るプログラムで、今回は３名の学生が参加しました。
　日頃の給餌・観察のほかに導入・出荷・枝肉販売会の見学や、敷
料交換や除角・削蹄などの作業を行いました。また、テーマ別講義
を設け、体調管理や飼養環境、飼料についてなどの学びの時間を設
けました。農場職員が日頃から気を付けていることや牛を見るポイ
ントなど、生産現場でしか学べないことを伝えることができまし
た。参加した学生からは「作業や見学を通して畜産について身近に
感じることができた」「実際に育ててみて大変さもわかり、牛肉の
ありがたみを実感した」「大学だけでは学べない実践的なことを学
ぶことができた」などのお声をいただきました。今後も農場実習の
受け入れを通して、学生へ畜産の魅力を発信していきます。

出荷見学 ハンドリング

日　時　R5.9/6(水)～9/11(月)の６日間
参加者　石川県立大学学生２名
　　　　（女性２名、３年生）

日　時　R5.9/13(水)～9/15(金)の３日間
参加者　石川県立大学学生１名
　　　　（男性１名、1年生）

【実習①】

【実習②】

給餌

同ホテルの総料理長オリジナルメニュー
「加賀れんこん」のレンコン餅風
ポルチーニ茸のラグーソース
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　㈱ＪＡ建設エナジーでは、９月27日（水）にＪＡ石川教育センターにおいて、ＬＰＧ配送車乗務員研修会を開催
しました。
　当日は配送乗務員と運行管理者の計16名が出席。今回、労働安全衛生法の一部改正に伴い、「関係法令の確
認・テールゲートリフターの特別教育」に関して研修しました。参加者は組合員にＬＰガスを安心してお使いい
ただけるよう、これからも保安の確保と安全運転の励行を確認したほか、無事故無違反表彰を行い、以下の方が
受賞されました。

6 6 6 7

　県本部では、本年度新採職員を対象に、農業経営・労働に
対する理解促進および職員間の連帯感醸成を図ることを目的
とした現場研修を実施しています。前回の田植作業に引き続
き、本会職員の圃場にて、「ひゃくまん穀」の稲刈り作業を
行いました。
　慣れないコンバインの運転に、緊張しながらも職員全員で
約1.3haの圃場の刈り取りを行い、手作業での刈り取りにつ
いても実施しました。また、刈り取った稲はコンバインによ
り脱穀され、トラックでＪＡ松任中央カントリーエレベー
ターまで運びました。
　カントリーエレベーター内への持ち込みについても新採職
員自らが行うことによって、その役割や仕組みについて理解を深めていました。
　日頃食べているお米ができるまでの工程の一部を体験し、農作業の大変さ、生産者への感謝を深めた新採職員
達。彼らは今後、生産者のために、そして石川県の農業のために、自身の業務を全うして参ります。

総務課 令和５年度 新採職員現場研修「稲刈り作業」㈱ＪＡ建設
エナジー ＰＧ配送車乗務員研修会

特別教育の講習風景。学科と実技を講習。表彰風景。

30年無事故無違反表彰者

・加賀事業所　　中島　賢一

25年無事故無違反表彰者

・加賀事業所　　宮浦　陽一

20年無事故無違反表彰者

・羽咋事業所　　本田　浩二

５年無事故無違反表彰者

・穴水事業所　　青木　一郎

“受験生応援おに
ぎり”

2023年12月15日(
金)より

販売開始！
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　本会（米新品種「ひゃくまん穀」普及推進委員会）とキリンビバ
レッジはコラボし、11月４日（土）のツエーゲン金沢のホームゲーム
にて、午後の紅茶「おいしい無糖」は『石川のお米に合う!』を
キャッチフレーズにひゃくまん穀おにぎりと午後の紅茶「おいしい
無糖」の240セットを観戦客へ振る舞いました。

　当日はツエーゲン金沢
と大分トリニータの試合
で、残留に望みを繋げる
か降格決定かの大事な一
戦で多くの観戦者が訪れました。配布テント前には長蛇の列が並び
約30分で配り終わりました。
　本会では今後もプロスポーツチームの支援に取り組むと共にお米
の消費拡大に努めます。

米穀課
開発広報課 キリンビバレッジコラボイベント実施
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ひゃくまん穀ブース

ＪＡいきいき広場のようす

能登牛ブース

　10月23日（月）に加賀野菜のひとつである「打木源助だいこん」の出荷が始まりました。打
木源助だいこんは県産ブランド農林水産物「百万石の極み」に認定されており、ずんぐりとし
た円筒形で、肉質が柔らかく肌が白いのが特徴でおでんに最適です。

　今年は播種時期の８月や９月に猛暑が続いた影響
で収穫量がやや減少したものの、生産者の水管理の
徹底により品質は上々です。松本部会長は「猛暑が
続き心配だったが、無事に収穫を迎えることが出来てとても嬉しい。
おでんや煮物で味わってほしい。」とお話しいただきました。
　ＪＡ金沢市では生産農家20戸がハウス栽培も含め４haを栽培してお
り、総出荷数量は約250トンを見込んでおります。出荷は11月下旬か
ら年明けをピークに２月上旬頃まで続き、県内市場を始め京阪神・京
浜市場へも出荷されます。

　10月21日（土）～22日（日）の２日間、石川県産業展示館４号館
にて、石川県、ＪＡグループ石川等、関係機関が一体となり「第
44回 石川の農林漁業まつり」が開催されました。この催しは農林
漁業に関する県内最大級のイベントで、一般消費者に元気な石川県
の農林水産業について理解を深めていただく機会となるように毎年
開催されています。
　今年のテーマは「ひとりがはじめる みんなでとりくむ 石川の農
林漁業」で、各ブースでは展示方法や物販等、ＰＲの仕方を工夫
し、集客を図っていました。
　新鮮な農産物や農産加工品の販売を行うＪＡいきいき広場では、各ＪＡ
が旬の農産物や、地元の特産物を使った加工品を販売し、多くの来場者が
それらを買い求めていました。また、販売７年目となる「ひゃくまん穀」
ブースでは、「ひゃくまん穀」を使用したおにぎりやおはぎ等の販売が行
われ、たいへん人気を集めており、ひゃくまん穀の美味しさを来場者の

方々に知っていただくこと
ができました。
　その他にも、本会畜産部では石川県と共同で能登牛や能登豚の
販売を実施し、能登牛と他のブランド牛との食べ比べなど来場者
参加型の催しを拡充させました。
　また、会場内には物販コーナー以外にも、加賀しずくやルビー
ロマン、のとてまりやひゃくまん穀等の展示スペースもあり、石
川県の農畜産物について広く知っていただく機会となり、併せて
石川の「食」を多くの方に楽しんでいただくことができました。

園芸課 石川県産「打木源助だいこん」の初出荷

　９月29日（金）に秋冬だいこんの県内最大の産地であるＪＡ金沢市で
だいこんが初出荷を迎えました。８月初旬の播種から猛暑が続き、生
育・出荷への影響が心配されましたが、生産者の適切な水管理により順
調に育ちました。

　出荷は10月中旬～11月上旬をピークに
11月中旬までに3,300トンの出荷を見込
んでいます。石川県産の秋冬だいこんは
肌のきめが細かく、品質の高さから地元
市場及び京阪神市場においてもトップブランドとして位置づけられています。
　ＪＡ金沢市大根部の吉田部会長より「猛暑で水管理には苦労したが、しっかり
と水管理をしたことで例年並みに育った。だいこんは煮ても焼いてもそのままで
もどんな料理にでも合うが、大根ステーキがおすすめ。」とお話しいただきました。

園芸課 石川県産「秋冬だいこん」の初出荷

　10月30日（月）、かほく市特産の「高松紋平柿」が初出荷を
迎えました。高松紋平柿は県産ブランド農林水産物「百万石の
極み」に認定されております。
　かほく市は紋平柿の県内最大の産地となっています。今年は
7月中旬の豪雨災害や猛暑の影響により栽培環境が大変厳しい
年でしたが、10月に入ってからの冷え込みにより、無事に初出
荷を迎えました。出荷は11月下旬ごろまで続き、首都圏や関西方面へも出荷さ
れ、出荷量は約60ｔを見込んでいます。
　31日（火）には初競りが行われ、高松紋平柿のプレミアム１箱６個入りに10万円
の値がつきました。初競りでは、かほく市長が卸や仲卸へＰＲを行いました。

園芸課 かほく市特産「高松紋平柿」初出荷

競り落とした㈱フルーツ坂野様

第４４回 石川の農林
漁業まつり

ひとりがはじ
める　みんなで取

り組む　石川の農林漁業

大豆生産改良優良者表彰

・石川県知事賞 ‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒ 農事組合法人三舟アグロス
　　　　　　　　　　　　　　　　　代表理事　市田 茂 様
・石川県米麦改良協会長賞 ‒‒‒ 荻生 洋治 様

令和５年度　農業・ＪＡに関する各種コンクール

・第48回「ごはん・お米とわたし」作文コンクール
　全国農業協同組合連合会石川県本部運営委員会会長賞
　　野川 柚奈 さん　
　　津田 ゆにか さん　

【受賞者】
（左）農事組合法人三舟アグロス　代表理事　市田 茂 様

（右）荻生 洋治 様
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全農いしかわ公式
Facebookページ

全農いしかわの公式Facebookページ
「石川うまれがだいすきさ」

県産農畜産物やＪＡ加工品、イベント
情報などを掲載中！ぜひご覧ください！
ＵＲＬ：www.facebook.com/ishikawaumare.daisukisa.
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・第44回 石川の農林漁業まつり
・打木源助だいこん・秋冬だいこん・高松紋平柿
　初出荷
・「いしかわ百万石マルシェ2023」で加賀れんこんをＰＲ
・さつまいも掘りイベント開催！
・農場実習の実施について

・農業用無人ヘリコプター 安全講習会・飛行技術競技大会
・ＰＧ配送車乗務員研修会
・令和５年度 新採職員現場研修「稲刈り作業」
・キリンビバレッジコラボイベント実施

・ＪＡホーム
・米心石川 受験生応援おにぎり
・肉匠Jade金澤・ひゃくまんぞく亭
・冬のタイヤキャンペーン
・ＪＡ配送灯油キャンペーン

令和５年産ひゃくまん穀も好評発売中！！！令和５年産ひゃくまん穀も好評発売中！！！令和５年産ひゃくまん穀も好評発売中！！！

ひゃくまん穀は頑張るあなたを応援するよぉ～！

受験生応援おにぎり
12/15㈮～ 販売開始��
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